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赤磐市の人口比較 平成17年4月1日と令和4年9月1日（住民基本台帳より）

あかいわ創生会議資料３

地 区 名 H17.4.1
人口

R4.4.1
人口

人 口
比 較

H17.4.1
世帯数

R4.4.1
世帯数

世帯数
比 較

旧山陽町
（山陽・桜が丘

西除）

9,752 9,025 ▲727 3,380 3,995 615

旧赤坂町 5,050 3,863 ▲1,187 1,710 1,781 71

旧熊山町
（桜が丘東除）

4,972 3,992 ▲980 1,613 1,776 163

旧吉井町 5,457 3,491 ▲1,966 1,936 1,731 ▲205

山陽 6,614 4,430 ▲2,184 2,494 2,210 ▲284

桜が丘西 9,649 11,129 1,480 3,172 4,399 1,227

桜が丘東 4,130 7,532 3,402 1,435 2,874 1,439



赤磐市の人口ピラミット（RESASより）
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６地域の人口の推移

赤磐市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン改訂版より

2020年 2060年 減少数 減少率

桜が丘 16,693 16,120 -573 3.4%

山陽 8,707 5,585 -3,124 36%

山陽団地 5,064 3,273 -1,791 35%

赤坂 4,460 3,085 -1,375 31%

熊山 4,258 2,786 -1,472 35%

吉井 4,032 2,247 -1,785 44%
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■0～9歳・20～29歳の転入多→子育て世代で赤
磐市を選択する人多い。（大型住宅団地がある）

■15～19歳の転出多→進学・就職などで赤磐市
を離れる人が多い。
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岡山市からの転入が全体の半分以上⇒岡山市のベッドタウン 5
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赤磐市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン改訂版より
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平成17年度一般会計 当初予算175億1,956万円

自主財源
39.8％
依存財源
60.2％
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令和４年度一般会計 当初予算210億7,384万円

自主財源 33.5％
依存財源 66.5％


